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         北斗市立大野小学校 校長 本庄伯幸 

 

 本日、全校全 251 名（卒業生は除く）に修了証書を手渡しま

した。 

 修了証書は、この１年間のお子様が毎日積み上げてきた頑張

りや成長、そして担任やたくさんの友達と喜んだり、笑いあっ

たり、悲しんだり、時には喧嘩をしてきたりした思い出の証で

す。 

 先日、全校朝会で、本校児童の一人が書いた作文を紹介し、

「今日を大事にする」という事について話しました。 

 その子はいつもお母さんから「今日を大事に過ごすんだよ。」

といわれ、それを意識して生活したことで、嫌いだった掃除が

頑張れたり、食べられなかった食べ物が食べられるようになっ

たりしたということを作文に書いていました。 

 本当にその通りだと思います。 

明日は毎日毎日やって来ますが、今日は一生の中でたった一度

きりしか来ないのです。 

 けんかをしたお友達と今日仲直りしないと、明日はもう仲直

りするチャンスがこないかもしれない。 

 だから今日を大事に、今日やらなければならないことを大事

にすることが大切なのだと改めて作文に教わりました。 

 そんな、ひとりひとりの子どもの２００日を超える今日が積

み上げられて、「修了証」になったのです。 

 先日、卒業式で本校を巣立った 6年生は、６年間、実に１２

３４回の「今日」を積み上げて凛々しく頼もしい卒業生となり

ました。 

 このように子どもたちが大切な「今日」をしっかり過ごせる

のも、ひとえに保護者の皆様の愛情あふれるご支援と本校教育

に対するご理解、ご協力のおかげです。 

 そして、地域の学校として本校を支え、子どもたちを見守っ

てくださる地域の皆様のおかげです。 

 心よりお礼申し上げます。 

 本校は令和 6年度もいくつかの改善を試みながら教育活動を

進めてまいります。 

 後段でお知らせするように数名の職員も入れ替わりますが、

さらにアップデートした学校となるために職員一同邁進して

まいりますので変わらぬご理解とご支援をよろしくお願いい

たします。 

 1 年間、本当にありがとうございました。 
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【重点教育目標】 

「何事にも意欲的に取り組み 

自分の考えや思いを伝え合う子の育成」 

 

日・曜日 ４月の行事予定 

１ 月  

２ 火  

３ 水  

４ 木  

５ 金 入学式前日準備（6 年生登校） 

６ 土  

７ 日  

８ 月 始業式 着任式 入学式 

９ 火 

街頭指導 

２～６年：４時間授業（給食なし） 

１年生：2 時間授業・下校指導 

10 水 

街頭指導 自転車運転技能試験 自転車通学開始 

２～６年：５時間授業（給食開始） 

１年：2 時間授業・下校指導 

11 木 
２～６年：５時間授業 

１年：３時間授業・下校指導 

12 金 １年：４時間授業（給食開始） 

13 土  

14 日  

15 月  

16 火 
二計測１～３年 ＡＬＴ３・４年 

交通安全教室２・５年 

17 水 ＡＬＴ５・６年 歯科検診 

18 木 全国学力・学習状況調査（教科調査） 

19 金 街頭指導 二計測４～６年 委員会 

20 土  

21 日  

22 月 
全国学力・学習状況調査（質問紙調査） 

交通安全教室６年 

23 火 

５時間授業 ＡＬＴ３・４年 視力検査 1・2 年 

全学年参観日（５時間目） 

ＰＴＡ総会 学級懇談 

24 水 
ＡＬＴ５・６年 視力検査５・６年 

自転車交通安全教室３年 

25 木 
４時間授業（給食あり） 視力検査１・２年 

自転車交通安全教室４年 

26 金 
聴力検査１・２・３・５年 

委員会 

27 土  

28 日  

29 月 みどりの日 

30 火 
ＡＬＴ３・４年 歯科検診４～６年 

交通安全教室１年 

 

 学校ホームページ：https://hokuto.ed.jp/oono-syo/ 



 

 

 

 

《転出教職員からお別れのご挨拶》 

 

教頭 

太田 浩司 

北斗市立 

谷川小学校 

校長 

大野小学校で過ごした１年間、保護者や地域の皆様には大変お世話にな

りました。創立１４６周年の伝統と格式ある大野小学校で仕事ができたこ

とを誇りに思います。大野小学校のますますの発展を祈っています。 

 

教諭 

古川 裕子 

函館市立 

東山小学校 

 大野小学校では５年間勤務させていただきました。大野川の桜並木や玄

関前の大銀杏に見守られ、すくすくと成長していく子ども達と一緒に楽し

い時間を過ごす事ができました。ありがとうございました。 

 

教諭 

高橋 育也 

函館市立 

青柳小学校 

「元気いっぱいの児童がいる」これが赴任してきたときの第一印象でし

た。５年間、特別支援の子ども達とたくさん関わることができて、たいへん

充実した日々を過ごせました。本当に、ありがとうございました。 

 

教諭 

堀濱 孝史 

七飯町立 

大沼岳陽学校 

鈴蘭谷分校 

「先生！できたよ！(笑顔)」子どもたちが少しずついろいろなことがで

きていく姿を見ることができて本当にうれしかったです。保護者の方々の

ご協力があってだと思っています。６年間本当にありがとうございました。 

 

教諭 

小寺 廣次 

北斗市立 

市渡小学校 

教頭 

５年生と一緒に授業ができたこと、立派に成長した６年生の卒業式に参

加できたこと、たくさんの思い出ができました。大野小学校の子ども達の笑

顔やがんばっている表情は、最高です。そして、私の宝物です。 

 

事務 

中濱 令子 
退職 

 大野小学校では子ども達と共に楽しく学校生活を過ごすことができまし

た。保護者の方々や地域の皆様には大変お世話になりました。大野小学校で

得た経験を今後に活かしていきたいと思います。ありがとうございました。 

 

学習支援員 

大友 香苗 

 

退職 

 

 大野の大自然、穏やかな街の人々、優しくて元気な子どもたちと過ごせて

とても幸せでした。7年間ありがとうございました。 

※このほか、教諭の白鳥佑一が４月から育休のため、しばらくお休みをいただきます。 

また、登下校時、校門前の横断歩道で安全指導に携わってくださった交通指導員の坂内祥子さんが引退されま

す。坂内さんは、１６年間ご協力いただきました。本当にありがとうございました。 

 「「思思 だなぁ。」日常生活の中でそう感じる場面、経験したことがあるの

ではないでしょうか。５年生の国語では、『ひみつを調べて発表しよう』とい

う学習をし、興味のあることについて調べました。 

 鉄や海のひみつ、猫や戦国大名のひみつなど、調べたジャンルはさまざま。

本やインターネットで調べたことをもとに原稿やスライドを作成して、いざ

発表会。プレゼンテーションソフトを活用し、聞いている人を惹きつける作品

に仕上がりました。中には“鉄と歯、固いのはどちらでしょうか。”というク

イズ形式の発表も（正解は、歯）。内容の構成や資料の示し方をくふうし、効

果的に発表することで深い学びにつながりました。 

 ３月２日（土）、今年度最後の土曜授業である６年生を送る会が行われまし

た。５年生が中心となって準備を進めたり会の進行をしたりするなど、子ども

たちが自ら６年生への感謝を伝えようとがんばる姿が見られました。 

 会では、全校遊びとして、１年生から６年生まで全校の子どもたちが遊べる

じゃんけん列車を行いました。体育館いっぱいに子どもの列が並び、全校で行

うじゃんけん列車の規模の大きさに、じゃんけんに負けた子もとても楽しそ

うな表情を浮かべていました。 

 そして、大野小学校の６年生を送る会の継承活動として、５年生による「伝

統芸能 大野ぎおんばやし」が披露されました。法被に身を包んだ５年生の子

どもたちが、しの笛と太鼓、チャンパを担当し、サンバと通りの２曲を見事に

演奏しました。 

 最後に、６年生からお礼として、新しい学校のリーダーズの「オトナブル

ー」を「オオノブルー」ともじって、演奏と首振りダンスを送りました。 



 
 ３月１８日（月）、第１４５回卒業証書授与式が挙行され、卒業生４８名が、決意を新たに小学校の学び舎を

後にしました。 

 式では、子どもたち一人一人が校長から卒業証書を受け取り、引き締まった表情を浮かべていました。 

 新型コロナウイルスが第５類に移行した今年度、５年生が参加したり、保護者の参列人数制限が解除されたり

と、以前のような式の在り方が戻ってきたように感じました。 

 ５年生のお祝いの言葉、卒業生のお別れの言葉には、胸を熱くしていた方が多かったように思います。 

 また、校歌や卒業生と５年生が合唱した「大切なもの」を、卒業生（校歌は６年１組の村本心愛さん、大切なも

のは６年２組の可香七海さん）がピアノ伴奏するなど、卒業生が特技を披露する場面があり、活躍が見られたこ

ともうれしく思いました。 

 式の最後、退場するときには、涙を浮かべていた卒業生もおり、小学校生活の締め括りにふさわしい素晴らし

い式になりました。 

 参列していただいた卒業生の保護者の皆様、６年間の小学校生活において、皆様のご理解とご協力がなければ、

このような素晴らしい式を迎えることができなかったことと思います。本当に感謝申し上げます。また、４月か

らの中学校生活も実り多き日々を過ごせることを心よりお祈り申し上げます。 

 

   

   


